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　当市の魅⼒を⾼めるとともに、若い世代から⾼齢者までが健康で明るくいきいきと輝きなが
ら暮らすことができるまちづくりの推進を図り、地⽅創⽣をより確かなものとするための予算
が提案されました。議会では、慎重な審議を行い、すべての予算案を原案のとおり可決しました。
　その中から、特⾊ある新規事業の⼀部を紹介します。

近江鉄道太郎坊宮前駅等改修
6,690万円

　太郎坊宮への観光客やインバウンドを
見据え、近江鉄道を活用した歴史文化、
人の交流拠点を創出するため、駅前広場
など周辺整備を行います。また、桜川駅
のトイレを改修します。

ちょこっとバス「学⽣応援お試しキャンペーン」
10万円

　中学生、高校生、大学生、専門学校生
を対象に、学生証の提示でちょこっとバ
スの運賃を期間限定で無料にします。

移住就業支援補助
200万円

　県が設置する移住就業マッチングサイ
トを通じて、東京圏からＵＩＪターンに
より県内の中小企業などへ就業した場合、
当市を移住先とされた方に支援します。

ブロック塀等耐震対策事業補助
100万円

　通学路や避難路などに面している倒壊
の危険性が高いブロック塀の撤去や改修
にかかる費用に対して助成します。

水田野菜⽣産拡大推進事業補助
1,200万円

　農家所得の向上と市内産野菜の自給率
向上のため、野菜の生産を拡大し、継続
して生産される農家を支援します。

鈴鹿10座登山客用トイレ整備
300万円

　鈴鹿１０座の保全・活用プランに基づ
き、登山道を整備するとともに、登山口
付近（君ヶ畑町地先）にバイオトイレを
設置します。

就農者育成事業「就農するなら東近江市」
100万円

　就農者が必要とする農地の確保など、
就農までを一体的に支援し、当市での就
農による定住移住を拡大します。

文化的景観保存
1,078万円

　平成３０年１０月、国の重要文化的景
観に選定された伊庭集落の保存活動を進
めます。

令和元年度一般会計

将来に投資！ ４９８億円

項　　目 予　算　額 概　　要
総 務 費 51億 8,871万円 市民活動や防犯、交通対策など
民 生 費 183億 7,575万円 児童や障害者、高齢者福祉の充実など
衛 生 費 45億 2,710万円 健診やごみ処理など
農林水産費 23億 2,690万円 農業や林業、水産業の振興など
商 工 費 9億 7,286万円 商工業や観光の振興など
土 木 費 39億 5,210万円 道路や河川、公園の整備など
消 防 費 16億 2,184万円 消防や救急活動など
教 育 費 57億 4,704万円 学校や社会教育、施設整備など
公 債 費 62億 4,097万円 市の借金の返済
そ の 他 8億 4,673万円 雇用対策、災害復旧、予備費など
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い
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
が
、経
済
団
体
や
地
元
商
店
街
、

周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
が
自
主

的
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
実
行

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
や
発
展
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

③
高
収
益
な
野
菜
生
産
に
よ
り
儲
か

る
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
株
式
会

社
東
近
江
あ
ぐ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

30
年
４
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
大
型

ス
ー
パ
ー
や
飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど

と
取
り
引
き
を
順
調
に
拡
大
し
て
い

ま
す
。
販
路
開
拓
が
進
ん
で
い
る
一

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ

市
木　

 

徹

代 表 質 問
　３月７日に５会派が代表質問を行いました。質問と答弁の概要

をお知らせします。また、議会ホームページでは、インターネッ

トによる動画配信も行っています。

ＱＲコードを読み取ることで、

各議員の質問の様子を映像にて

ご覧いただけます。

「
儲
か
る
農
業
」
へ

農
業
先
進
地
を
目
指
す

歴
史
・
文
化
・
伝
統
は

お
金
で
は
買
え
な
い
宝
物

Q　
働
き
住
み
続
け
た
い
活
力
あ
る

東
近
江
市
の
創
生
に
つ
い
て
、

①
企
業
立
地
の
促
進
と
雇
用
創
出
の

今
後
の
展
望
は
。

②
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
の

市
長
の
所
信
を
問
う
。

③
地
域
商
社
の
成
果
と
今
後
の
展
望

は
。

A　
①
市
長
就
任
以
降
、
当
市
に
誘

致
し
た
企
業
は
10
社
で
、
新
規
立
地

企
業
に
よ
り
４
２
２
人
の
雇
用
を
創

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
去
６
年

間
で
立
地
促
進
奨
励
制
度
に
該
当
す

る
企
業
は
延
べ
52
社
、
設
備
投
資
さ

れ
た
総
額
は
６
７
３
億
円
で
、
当
市

の
税
収
増
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

積
極
的
予
算
の
原
動
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
の
産
業
振
興
や
財
源
確
保

に
は
、
さ
ら
に
企
業
立
地
の
た
め
の

土
地
が
必
要
で
あ
り
、
土
地
活
用
を

図
る
う
え
で
国
・
県
へ
制
度
改
正
の

要
望
を
含
め
用
地
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

方
、
需
要
に
見
合
う
生
産
体
制
の
確

立
が
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産

拡
大
を
図
る
た
め
の
補
助
制
度
を
新

た
に
創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
田

に
お
け
る
野
菜
生
産
地
を
創
出
す
る

大
規
模
ほ
場
整
備
事
業
の
着
手
に
向

け
た
取
り
組
み
も
行
い
、
農
家
の
安

定
収
入
の
確
保
と
後
継
者
育
成
を
図

り
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
農
業
先

進
地
域
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
東
近
江
市
の
創
生
に
つ
い

て
、

①
観
光
政
策
の
市
長
の
所
信
を
問
う
。

②
名
神
高
速
道
路
黒
丸
Ｐ
Ａ
へ
の
ス

マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
設
置
の
展
望
は
。

A　
①
「
観
光
」
の
語
源
は
、
中
国

の
「
易え

き
き
ょ
う経

」
の
「
国
の
光
を
観
る
」

に
由
来
し
、
そ
の
地
方
の
風
景
、
史

跡
や
物
産
を
観
察
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
市
に
は
豊
か
で
多
様

性
の
あ
る
自
然
、
奥
深
い
歴
史
や
文

化
な
ど
、
多
く
の
魅
力
的
な
観
光
資

源
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
観
光
資
源

を
掘
り
起
こ
し
、
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
情
報
発

信
と
誘
客
促
進
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
理
的
優
位
性
を
生
か

し
積
極
的
に
観
光
政
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
歴
史
、
文
化
、
伝
統
は
莫
大
な
お

金
を
か
け
て
も
つ
く
り
だ
せ
な
い
も

の
だ
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
地
に

脈
々
と
伝
わ
っ
て
き
た
有
形
・
無
形

の
文
化
を
今
の
時
代
で
磨
き
を
か

け
、
後
世
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
黒
丸
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
の
設
置
は
、

企
業
立
地
の
促
進
や
産
業
の
活
性

化
、
観
光
振
興
等
、
大
き
な
効
果
が

Q　
行
き
た
く
な
る
住
み
た
く
な
る

得
ら
れ
る
と
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

国
道
事
務
所
や
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
と

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４

年
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
契
機

に
、
布
引
運
動
公
園
、
黒
丸
Ｐ
Ａ
周

辺
を
ス
ポ
ー
ツ
学
研
地
域
と
し
て
多

く
の
人
が
集
ま
る
魅
力
あ
る
地
域
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
周
辺
を
核
と

し
た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い

て
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
公
の
施

設
や
生
活
関
連
施
設
な
ど
の
都
市
機

能
を
集
約
し
、
多
く
の
人
た
ち
が
集

ま
り
、
楽
し
ん
で
買
い
物
が
で
き
る

魅
力
的
な
エ
リ
ア
を
築
き
、
官
民
が

連
携
し
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
人
口
11
万
５
千
人
の
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ

「
ハ
ピ
ネ
ス
」
を
核
に

子
育
て
の
不
安
解
消
に
努
め
る

Q　
若
い
世
代
が
希
望
を
か
な
え
る

夢
の
あ
る
東
近
江
市
の
創
生
の
結
婚
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
の
切
れ
目
の

企業立地で新たな雇用を

八日市駅前で開催されているイベント「本町パサージュ」

市内各地で広がる野菜づくり

活躍が期待されるボランティアガイド
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Q　
市
の
10
年
先
、
20
年
先
を
見
据

え
た
基
盤
固
め
と
な
る
施
策
に
対
し

て
予
算
の
重
点
化
を
図
っ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
市
長
の
言
う
「
攻
め

の
予
算
」
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
施

策
・
事
業
は
何
で
、
ど
ん
な
思
い
を

も
っ
て
い
る
の
か
。

A　
11
万
５
千
人
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
基
盤
を
整
え
る
た
め
に
も
、

主
要
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
や
中
心

市
街
地
の
活
性
化
、
農
業
の
振
興
、

企
業
誘
致
、
幼
児
・
教
育
施
設
の
整

備
、
医
療
体
制
の
整
備
と
福
祉
の
充

実
な
ど
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
実
現
の
た
め
に
は
、

合
併
支
援
措
置
が
段
階
的
に
縮
減
さ

れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、

積
極
的
に
投
資
す
べ
き
と
こ
ろ
に
は

投
資
す
る
、
ど
れ
を
優
先
す
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
全
て
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

Q　
国
全
体
の
人
口
が
減
少
を
た
ど

る
中
で
、
当
市
だ
け
が
人
口
を
伸
ば

す
こ
と
は
相
当
厳
し
い
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
人
口
減
少
社
会
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
を
見
据
え
た
財
政
の

焦
点
化
が
必
要
と
考
え
る
が
。

A　
将
来
の
社
会
、
経
済
情
勢
を
考

え
た
と
き
、
高
齢
化
に
伴
う
扶
助
費

の
増
加
や
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更

新
等
に
多
額
の
財
政
需
要
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
伴
い
、
税
収
が
減
少
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
財
源
が
限
ら
れ
て
く

る
中
に
あ
っ
て
は
、
企
業
誘
致
や
雇

用
対
策
等
に
よ
る
税
収
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
取
捨
選

択
を
行
い
、
健
全
な
財
政
の
保
持
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
上
で
、
今
や
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
施
策
に
対
し
、
積
極

的
な
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

Q　
存
続
・
廃
止
の
議
論
が
展
開
さ

れ
て
い
る
近
江
鉄
道
に
つ
い
て
、
県

や
関
係
市
町
と
の
協
議
の
現
状
は
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
併

せ
、
今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
の
か
。

A　
市
内
に
13
も
の
駅
が
あ
る
近
江

鉄
道
は
、
市
民
生
活
の
利
便
性
は
も

と
よ
り
、
当
市
の
将
来
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
こ
の
先
超

高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
む
中
で
、

市
民
に
と
っ
て
重
要
な
交
通
手
段
の

生
命
線
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
準
備
調
整
会
議
で
は
、

近
江
鉄
道
線
の
現
状
や
将
来
の
見
通

し
分
析
を
は
じ
め
、
代
替
交
通
機
関

を
導
入
し
た
場
合
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
出

席
者
か
ら
は
近
江
鉄
道
線
の
存
続
を

求
め
る
意
見
が
多
く
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
つ
い
て
は
強
力
に
進
め

ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

Q　
八
日
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
に

つ
い
て
、
市
民
へ
の
開
放
事
業
は
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
根
本
的
な

経
営
改
善
策
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
に
は
思
え
な
い
。

　
公
設
卸
売
市
場
の
現
状
課
題
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

A　
大
型
ス
ー
パ
ー
の
進
出
、
市
場

外
流
通
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
卸
売
市

場
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
、
他
の
地
方
卸
売
市
場
と
同
様
に

取
扱
量
お
よ
び
売
上
高
が
年
々
減
少

し
て
い
る
中
、
市
場
関
係
者
の
御
努

力
に
よ
り
、
赤
字
を
出
さ
ず
に
経
営

を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
取
扱
量
や
売

上
高
を
い
か
に
増
や
し
活
性
化
を
図

る
か
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
32
年

度
に
予
定
さ
れ
る
改
正
卸
売
市
場
法

の
施
行
を
見
据
え
、
市
と
関
係
者
が

一
丸
と
な
っ
て
本
市
場
の
機
能
を
高

め
る
と
と
も
に
、
本
市
場
に
拠
点
を

置
く
東
近
江
あ
ぐ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
連
携
す
る
中
で
、
市
民
に
安
心
安

全
な
食
の
供
給
が
図
れ
る
よ
う
、
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

道
路
整
備
は
将
来
へ
の
投
資

自
ら
先
頭
に
立
ち
全
力
で

「
東
近
江
市
」
の

さ
ら
な
る
知
名
度
ア
ッ
プ
を

な
い
支
援
に
つ
い
て
、
市
長
の
所
信

を
問
う
。

A　
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
は
、
若
い
世
代
の
希
望
を

実
現
さ
せ
、将
来
の
人
口
を
増
や
し
、

活
力
の
維
持
に
た
い
へ
ん
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
保
健
子
育
て
複
合
施

設
「
ハ
ピ
ネ
ス
」
を
中
心
に
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
一
貫
し
た

総
合
相
談
、
支
援
体
制
の
強
化
を
図

り
、
子
育
て
の
不
安
や
孤
立
感
解
消

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
見
守
り
お
む

つ
宅
配
便
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
ソ
フ
ト
事
業
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
な
ど
の

事
業
に
加
え
、
80
歳
で
20
本
の
歯
を

残
す
「
８
０
２
０
運
動
」
を
は
じ
め

と
す
る
歯
の
健
康
に
も
力
を
入
れ
る

こ
と
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
元

気
な
百
歳
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て

も
元
気
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
豊
富

な
人
生
経
験
と
知
識
を
生
か
し
、
社

会
に
貢
献
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
全
世
代
が
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、「
こ
の

ま
ち
で
素
晴
ら
し
い
人
生
を
過
ご
し

て
い
る
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊

か
な
東
近
江
市
の
創
生
に
つ
い
て
、

①
道
路
整
備
に
対
す
る
市
長
の
所
信

を
問
う
。

②
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

A　
道
路
、
河
川
等
の
都
市
基
盤
の

整
備
は
、
経
済
・
交
流
の
活
性
化
や

防
災
・
減
災
な
ど
安
全
安
心
で
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い
重
要
な
事
業
で
す
。

街
路
事
業
を
は
じ
め
、
地
域
の
交
流

軸
と
し
て
の
市
道
や
通
学
路
な
ど
、

地
域
の
利
便
性
向
上
と
子
ど
も
た
ち

の
安
全
確
保
を
視
点
と
し
た
道
路
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
広

域
的
な
交
流
軸
と
し
て
の
国
道
・
県

道
の
整
備
に
つ
い
て
、
国
道
８
号
の

渋
滞
対
策
、
国
道
３
０
７
号
の
バ
イ

パ
ス
の
事
業
化
、
国
道
４
２
１
号
の

永
源
寺
ダ
ム
周
辺
の
道
路
改
良
工
事
、

御
河
辺
橋
を
含
む
県
道
整
備
、
八
日

市
と
能
登
川
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
整

備
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

国
・
県
に
対
し
、
早
期
整
備
を
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
道
路
・
河

川
等
の
都
市
基
盤
整
備
は
、
将
来
へ

の
投
資
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
が

先
頭
に
立
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

Q　
「
選
択
と
集
中
」
で
事
業
投
資

す
べ
き
と
き
で
あ
る
。
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
市
長
の
所
信
を
問
う
。

A　
少
子
高
齢
化
、
東
京
一
極
集
中

に
対
し
、
大
き
な
危
機
感
を
抱
い
て

お
り
、
地
域
間
競
争
を
勝
ち
抜
か
な

け
れ
ば
当
市
の
未
来
は
な
い
と
の
信

念
で
、
各
種
施
策
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
か
ら

13
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、「
東
近

江
市
」
と
い
う
地
名
が
、
い
ま
だ
に

ブ
ラ
ン
ド
名
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

に
大
き
な
懸
念
を
抱
い
て
い
ま
す
。

31
年
度
は
総
合
戦
略
の
総
仕
上
げ
を

行
う
と
と
も
に
、
10
年
、
20
年
先
を

見
据
え
た
基
盤
固
め
と
な
る
施
策
に

対
し
て
財
政
規
律
を
十
分
踏
ま
え
た

う
え
で
、
今
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
施
策
に
対
し
、
積
極
的
な

予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

太
陽
ク
ラ
ブ

戸
嶋　

幸
司

「
攻
め
」
の

31
年
度
予
算
に
つ
い
て

着々と工事が進む垣見隧道

保健子育て複合施設「ハピネス」

にぎわう「競
せ

り」は取り戻せるか
議会だより 0607 議会だより

代表質問 代表質問



協働協定

市民投資家

サービス

の提供事
業
者

応援債の
発行・償還

市 民

公益財団法人

東近江
三方よし基金

金
融
会
社

東
近
江
市

事業を応援

サービス対象者

成果目標達成
交付金支払い

Q　
昨
年
末
の
日
本
銀
行
の
生
活
意

識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
一
年
後
の
景
況
感
が
悪
く
な
る

と
す
る
回
答
が
増
加
し
て
い
る
。
多

く
の
国
民
が
消
費
税
増
税
に
よ
っ
て

景
気
は
悪
く
な
る
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
が
行
っ

た
消
費
税
増
税
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
も
、
多
く
の
企
業
が
景
気

の
悪
化
へ
の
懸
念
を
強
め
て
い
る
。

こ
ん
な
経
済
情
勢
の
下
で
増
税
を
強

行
し
て
良
い
の
か
、
市
長
の
認
識
を

問
う
。

A　
市
民
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
高

く
、
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
積
極
的

な
予
算
を
策
定
し
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
消
費
税
と
い
う
の
は
国
が
決
め
る

こ
と
で
、
総
理
が
判
断
さ
れ
る
こ
と

で
あ
り
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
立
場
で
、

「
や
め
ろ
」
と
か
「
実
施
す
べ
き
だ
」

な
ど
と
安
易
に
口
に
す
べ
き
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

31
年
度
当
初
予
算
の
概
要
で

は
、
東
近
江
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
最
終
年
と
な
る

こ
と
か
ら
、総
仕
上
げ
の
年
と
し
て
、

市
の
10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
た
地

盤
固
め
と
な
る
施
策
に
対
し
て
予
算

の
重
点
化
を
図
る
と
あ
る
。

　
総
合
戦
略
は
、
同
時
に
策
定
さ
れ

た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
数
字
を
達
成
す

る
た
め
の
産
業
政
策
で
は
な
く
、
人

口
政
策
と
と
ら
え
て
い
い
の
か
。

A　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
２
０
４

０
年
に
10
万
人
、
２
０
６
０
年
に
９

万
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
人

口
を
維
持
す
る
た
め
に
総
合
戦
略
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
総
合
戦
略
は
、
人
口
減
少
社
会
、

東
京
一
極
集
中
の
中
で
、
当
市
を
活

性
化
さ
せ
人
口
目
標
を
維
持
し
て
い

く
た
め
の
も
の
で
す
。
人
口
政
策
な

の
か
産
業
政
策
な
の
か
、
ど
ち
ら
か

に
分
け
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q　
八
日
市
駅
を
起
点
に
、
各
地
区

へ
放
射
線
状
に
延
び
る
バ
ス
路
線
の

他
に
、
各
地
区
を
環
状
に
運
行
す
る

路
線
を
創
設
す
べ
き
で
は
。

A　
今
後
、
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
利
用

者
が
増
え
、
運
賃
収
入
割
合
が
高
ま

る
と
と
も
に
バ
ス
運
転
手
の
人
材
確

保
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
さ
ら
な
る

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と

も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Q　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
総

合
戦
略
の
最
重
要
施
策
で
あ
る
と
考

え
る
。
こ
の
事
業
の
進
捗
状
況
お
よ

び
、
確
実
な
実
行
へ
の
意
気
込
み
を

伺
う
。

A　
八
日
市
駅
前
へ
の
ホ
テ
ル
の
誘

致
や
街
な
み
環
境
整
備
事
業
に
よ
る

道
路
美
装
化
、
中
心
市
街
地
で
の
空

家
を
改
装
し
た
拠
点
施
設
整
備
な
ど

の
事
業
や
駅
前
広
場
の
整
備
に
向
け

た
設
計
業
務
、
市
有
地
の
活
用
に
向

け
た
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
お
よ
び

Q　
財
政
見
通
し
と
硬
直
化
す
る
予

算
へ
の
対
応
お
よ
び
事
務
事
業
評
価

の
見
直
し
に
つ
い
て
、

①
予
算
規
模
縮
小
に
伴
う
事
業
の
選

択
や
絞
り
込
み
の
方
法
は
。　

②
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て
市
民
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
組
み
入
れ
た
改
善
が

で
き
な
い
か
。

A　
①
既
存
事
業
の
効
果
の
検
証
に

よ
る
見
直
し
強
化
や
歳
出
の
総
枠
抑

制
に
努
め
ま
す
。

②
各
担
当
部
で
内
部
評
価
を
行
な
う

と
と
も
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ

る
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共
事

業
の
多
様
性
に
つ
い
て
、

①
民
間
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す

る
Ｐ
Ｆ
Ⅰ
事
業
が
進
ま
な
い
現
状
分

析
と
対
策
は
。

②
指
定
管
理
者
制
度
を
包
括
管
理
委

託
や
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
な
ど
の

自
助
努
力
で
き
る
契
約
制
度
に
転
換

で
き
な
い
か
。

③
三
方
よ
し
基
金
に
よ
る
あ
ぐ
り
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
支
援
目
的
は
。

A　
①
県
内
の
失
敗
事
例
も
あ
り
具

体
的
な
検
討
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
は
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

②　
一
定
の
見
直
し
が
必
要
と
感
じ

て
い
ま
す
が
、
当
市
で
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

③　
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の
振

興
を
市
民
と
共
に
進
め
る
た
め
で
す
。

延
命
公
園
再
整
備
計
画
策
定
に
伴
う

地
元
の
皆
さ
ん
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
開
催
な
ど
多
く
の
事
業
に
着
手
し

て
い
ま
す
。

　
市
の
最
重
要
施
策
で
あ
る
こ
と
を

常
に
意
識
し
、
数
値
目
標
が
達
成
さ

れ
た
こ
と
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Q　
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
が
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
、
単
位
ク
ラ
ブ
が

連
合
会
か
ら
脱
会
す
る
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
課

題
に
対
し
て
の
市
の
見
解
は
。

A　
惣
村
文
化
を
基
礎
と
し
た
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
か
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
持
つ
豊
か
な
経
験
と
知

識
を
生
か
し
て
、
地
域
の
文
化
継
承

や
防
災
な
ど
地
域
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
な
ど
、
存
在
感
の

あ
る
活
動
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

公
明
党

竹
内　

典
子

日
本
共
産
党
議
員
団

山
中　

一
志

消
費
税
増
税
に
反
対
を

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

老
人
ク
ラ
ブ
の
今
後
は

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を

市
民
協
働
に
よ
る

新
し
い
公
共
の
仕
組
み
は

総
合
戦
略
の
基
本
は

ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
に
環
状
線
を

新
政
無
所
属
の
会

井
上　

 

均

当市議会の要望が全国へ
　当市公共交通の中核を担う近江鉄道線の事業継続に対する支援を求めるた
め、当市議会が要望していた『地域公共交通ネットワークへの支援について』
が、このほど、近畿市議会議長会定期総会で採択され、全国市議会議長会定
期総会へ議案として提出されることになりました。（趣旨は以下のとおり）
　①現在の国の支援を堅持し、運行に要する経費も補助対象とすること。
　②交通結節機能の向上やにぎわいの再生を目的とした環境整備等の財源を
　　確保すること。

小路が美装化された延命新地

新しい公共の仕組み

近畿の総会で提案する
大橋議長

議会だより 0809 議会だより

代表質問 代表質問



太陽クラブ

櫻　 直美

７５歳以上の方にも人間ドックの助成を延長
しては。また、乳がん検診を拡充しては。
巡回型人間ドックや７５歳以上は無料である
がん検診の啓発を続けると共に、病院での人

間ドックも助成されるよう滋賀県後期高齢者医療広
域連合に働きかけていきます。
　乳がん検診は国の指針に従って行っていますが、
他市の超音波検査の実施状況など先進事例を研究す
るとともに、若い世代からの自己触診を啓発してい
きます。

入管法改正で今後さらに外国人との共生が必
要となる中で、日本語の学習支援など多文化

共生に向けての今後の課題は。
外国人の日本語学習に対応するボランティア
の育成や東近江国際交流協会の組織強化など

に努めてきました。現在、協会への事業委託の中で
日本語教室を開催していますが、ボランティアの確
保や育成が課題です。市としても協会と連携して取
り組むとともに、交流の機会を増やし、相互理解を
深めていきます。また、多文化共生プランの策定な
ど対応していきたいと考えています。

昨年６月議会で質問したふるさと納税制度の
その後の状況について、

①３０年度のふるさと納税額は。
②返礼品の出品事業者の増加数は。
③事業者向け勉強会の実績は。
④２９年度の他市町へのふるさと納税による市民税
の減少額は。
⑤ＰＲ動画「おかえり東近江」は有効利用されてい
るか。

①２月末現在で約３億９千万円です。３０年
度末には４億円を見込んでいます。

②出品事業者は４事業者が新規登録され、５５事業
者となりました。
③１月に出品事業者向けに返礼品の効果的な紹介方
法などの勉強会を開催しました。今後も市と事業者
が協力して物産振興や市のＰＲに努めていきます。
④２９年分として控除した市民税額は約７千万円で
す。ただし、その約７５％は交付税算定されること
になります。
⑤ＰＲ動画は庁舎ロビーで定期的に放映しているほ
か、各種イベントなどでも利用しています。
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一 般 質 問

ＱＲコードを読み取ることで、

各議員の質問の様子を映像にて

ご覧いただけます。

　３月８日、１１日に１５人の議員が一般質問を行いました。

質問と答弁の概要をお知らせします。また、議会ホームページ

では、インターネットによる動画配信も行っています。

太陽クラブ

辻　 英幸
公明党

吉坂　 豊

能登川作業所の役割は。また、作業所の土地
賃貸契約期間の更新と利用計画は。
長年にわたり能登川・五個荘地区の障害のあ
る人たちを支える重要な役割を担う障害福祉

施設と認識しています。
　作業所の土地については、能登川スポーツセンタ
ー体育館建設に併せ、駐車場用地とする計画です。
　土地の賃貸契約を更新しない旨を申し入れました
が、能登川作業所の重要性も考慮して、継続して丁
寧に協議を行います。

ＪＲ能登川駅東口周辺の道路整備計画と栗見
八日市線の佐生～佐野間の歩道設置計画は。
垣見隧

ず い ど う

道完成後、駅前広場と都市計画道路Ｊ
Ｒ東口線の整備を速やかに着手したいと考

え、事業化に向けて準備を進めています。　
　佐生町から佐野町の区間は市街地であり歩道整備
を含む道路整備用地の確保が困難な状況ですが、今
後の交通量や周辺地域の道路整備状況を見据えた中
で、県に要望します。

全国で公共施設の統廃合が進んでいる。統廃
合は市民に不便と苦痛を与える。「寝耳に水」

とか「統合されると悪い方に合わされる」と思われ
る状況は避け、今まで以上に市民の理解を得て行政
サービスを落とさない努力が求められる。また、「住
んで良かった」との充実感が定住移住を進め、人口
減少を遅らせる。施設の統廃合と行政サービスに対
する市の見解は。

当面は、公共施設統廃合の予定はありません
が、一定の整理を行う場合は、可能な限り行

政サービスが低下しないよう努めます。
愛東・湖東地区ごみ処理施設変更について、
①先般行われた市民説明会の参加世帯割合は。

②「集落単位で説明会をすべき」との声があるが。
③年 1 回の粗大ごみの搬出がなくなり、「軽トラッ
クがないので出せない」との声があるが。

①参加者数を世帯数と考えると１１％です。
②自治会長を通じて要望があれば、老人クラ

ブや高齢者サロンにも説明に伺います。
③有料で玄関先まで収集に伺う事業があり、ごみカ
レンダ―でお知らせしています。

「東近江市体育施設使用料の減免基準取扱要
領」「東近江市学校開放施設使用料の減免基

準取扱要領」に基づき３０年度まで全額免除（無料）
であった、地区スポーツ協会、競技団体、自治会、
スポーツ少年団などは、この４月から半額免除とな
り、使用料が発生する。
　３１年度の徴収見込み金額とその使用用途は。

見込み金額は６，７６４万円で、体育施設な
どの維持管理運営費に充当されます。
蒲生体育館において、当初３１年７月から６
か月間は利用不可と公表されたが、現在は撤

回されている。告知や丁寧な説明が必要と考えるが。
　また、早急な着工を望むが、工事予定は。

工事見通しに合わせて市ホームページを改め
ました。利用団体には個別に連絡するよう努

めます。また、改修工事の期日については、施設の
安全面を第一に考え、大規模な改修工事については、
事業費の平準化にも配慮しつつ、速やかに取り組み
ます。
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廣田　耕康

議会だより 1011 議会だより
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国保運営が県に統一され、保険料算定基礎の
一人当たり標準保険料額が示された。

①当市の一人当たりの納付金は１４７, ４４８円と
なり、この額は３０年度より１２, ７９６円も高く
なっている。一挙に１割近くも納付金が引き上げら
れた経過と要因は。
②国保は自営業者や年金生活者、非正規労働者が加
入者であり、保険料の値上げは許されない。どのよ
うな方策を講じていくのか。
③協会けんぽに比べて保険料はどの程度高いのか。
④収入のない１８歳未満の子どもにもかけられる均
等割は免除すべきでは。

①県が給付見込額から各種の加算減算をし
て、３１年度は医療費をプラス２. ７％と設

定したためです。
②加入者の大幅な負担とならないよう、財政調整基
金を充当して負担額を抑える予定です。
③市ＨＰに掲載しているモデルケースで比較する
と、世帯当たり年額で１６万７, ９２０円高くなっ
ています。
④被保険者が均等に負担していただくものであり、
廃止することは考えていません。

愛知川に架かる栗見橋が閉鎖されて久しいが、
修繕工事の内容と期間、予算は。また、その

後の維持管理点検は。
３１年度予算で修繕工事費を計上しており、
橋桁本体や継ぎ目の補修、高欄の改修、橋面

舗装を２年かけて行います。今後は５年毎に点検を
行い、長寿命化を図っていきます。

職員のリーダー能力育成と健康リスクの低減
は、組織力向上に重要である。研修講師資格

や専門資格を取得することを推奨して、県内市町職
員をリードする職員を増やし、人事考課にも反映す
べきでは。
　また、心身の健康管理を万全にすべきでは。

市町村職員研修センターの講師養成講座に積
極的に職員を派遣するなど、育成に努めます。

また、人事考課における各評価項目において、プラ
ス評価されているものと考えています。
　既に実施しているストレスチェックを活用し、心
身の健康管理にも努めます。

中心市街地活性化事業について、
①延命公園整備の進捗は。

②駅周辺の立体駐車場の進捗は。
③民間駐車場のネットワーク化は。

①これまでに地元の皆さんとワークショップ
による将来の延命公園のあるべき姿を検討し

てきました。今後は、散策道やトイレの再整備など
実現可能なものから整備を進めていきます。
②収益事業であることから、民間で取り組んでいた
だくことが望ましいと考えられますので、市として
整備する計画はありません。現在、八日市まちづく
り公社において、現状の一時貸し駐車場の利用者の
動向調査、駐車場運営会社からの意見聴取や需要調
査を行い、今後行政が主体的に実施しなくてはなら
ない場合に備え、準備に取り組んでいるところです。
③各々の店舗が集客のための駐車場として整備をさ
れており、ネットワーク化は難しい状況ですが、ご
協力をいただけるよう今後も交渉を続けていきます。

「中小企業及び小規模企業振興基本条例の制
定」について、

①関係者とどのような協議がされたのか。
②東近江市らしさはどこにあるのか。
③基本計画の策定や財政措置が含まれていないが、
どのように進めていこうと考えているのか。

①商工会からの要望に基づき検討を開始した
もので、商工会と商工会議所から意見書の提

出を受けるなど、両者との協議を行ってきました。
②当市には小規模企業が大変多いため「小規模企業」
を併記する県内でも数少ない条例としました。
③本条例の制定を機に、経済団体との連携をより一
層深めて、意見をしっかり聞いて取り組みたいと考
えています。また、必要な施策には財政措置を講じ
るように努めていきたいと考えています。

地域内の消費喚起や資金循環の実現に加え、
地域コミュニティの活性化も期待される、デ

ジタル技術を活用した新しい地域通貨の検討が必要
と考えるが、市の見解は。

新たな仕組みが必要な場合は、経済団体等と
協議を行っていきたいと考えています。

合併特例債発行期限が再延長され、３７年
までの財政計画が示された。３１年からの

７年間で、基金繰り入れと市債の発行額の合計が
４４９億円、そのうち投資的経費に３００億円が計
画されている。市債発行の考え方と合併特例債に頼
らず合併効果を感じられる施策は。

大規模災害への備えなど、今後も弾力的に財
政運営できるように多くの基金を積み立てて

おかなければならないと考えています。
　市債発行は、臨時財政対策債を除き、街路・道路
整備や公共施設の改修等の建設事業に対し適債性が
あり、後年度に有利な財源措置があるものを選択し
て発行していきます。
　多様化する地域課題への対応をはじめ、合併前の
旧市町でのまちづくりを大切にしながらあらゆる施
策に取り組んできました。今後は、市全体のあらゆ
る資源を活用し、誰もが健康でいきいきと輝きなが
ら、素晴らしい人生を過ごすことができるまちを目
指して、合併効果が感じられる取り組みを進めます。

びわこ学院大学と若者定着に向けた連携はし
ているのか。また、地元企業への就職はどの

ような状況か。
「東近江市就労対策協議会」の委員としてび
わこ学院大学に参画いただき、学生の実情を

踏まえた意見をご提案いただくとともに、学生の地
元就職等に関する情報の共有に努めています。また、
学生を対象とした保育や介護の仕事説明会等を開催
し、市内事業所の人材確保と若者の定着促進につな
がる取り組みを行っています。市内事業所への就職
率は、大学では約１割、短期大学では約３割です。

国道３０７号バイパス道路整備事業説明会が
開催された。早期実現へ向けて今後の進め方

は。
地元への情報提供は、関係自治会を通じて速
やかにお伝えし、地域のご意見を聞きながら

着実に進められるよう連携を図ります。
　また、これまで以上に国や県に対し、政策提言や
国道３０７号改良促進協議会を通じ、事業費が確保
されるよう要望していきますので、地域の皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。
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田郷　 正

無会派

大洞　共一

新政無所属の会

西澤　善三

東近江市民クラブ

青山　孝司

東近江市民クラブ

山本　直彦

東近江市民クラブ

田井中　丈三

議会だより 1213 議会だより
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観光行政について、
①当市の特徴を生かして知名度・認知度アッ

プを図るべきでは。
②観光入込客数を増やすためには、温泉宿泊施設が
必要では。

①当市は、鈴鹿の山々から琵琶湖に広がる豊
かで多様性のある自然、奥深い歴史や文化な

ど多くの魅力的な観光資源が市内全域にあることが
特徴です。それらの観光資源を掘り起し、さらに磨
きをかけるとともに、積極的な情報発信と誘客促進
を展開し、当市の魅力を感じるための体験プログラ
ムイベントなど様々な取り組みを進めています。
　また、観光の大きな要素に「食」がありますが、

「近江商人の祝膳」や「近江牛のすき焼き」「永源寺
こんパスタ」など食の魅力発信も必要です。　　
　今後もあらゆる手法を活用し、ターゲットを明確
にした効率的、効果的な情報発信が重要と考えます。
②市内には温泉宿泊施設が１か所あり、その入込客
数からも、誘客には有効な手段と考えます。しかし、
膨大な費用が必要であることから、まずは民間活力
の誘導に繋げ当市の魅力向上に取り組みます。

３０年１２月水道法が改正された。この改正
は自治体の関与を強化し、給水責任は自治体

に残した上で、水道事業の運営権を民間企業に設定
するコンセッション方式が出来るようになった。市
における今後の水道事業経営の基本的な考えは。

人口減少社会の到来による水需要の減少によ
り、給水収益が低下することから水道事業の

経営はますます厳しくなると予想されます。また、
高度経済成長期に急速に整備された水道施設が老朽
化しており、これらの更新を行う必要があります。
　今回の水道法の改正は、こうした課題に対応し、
市民生活になくてはならない重要なインフラを守る
ため、経営基盤の強化を図る所要の措置が講じられ
たものと認識しています。
　また、民間事業者による運営等も取り組みやすく
なりましたが、水道事業は極めて公共性が高いもの
であることから、現時点では自治体が責任をもって、
安全・安心で安定した水道水を供給すべきと考えま
す。今後においても、災害に強い施設整備と持続可
能な水道事業を運営していきます。

公立中学校で「御
み よ が

代替わり」をどのように教
えているのか。
小中学校において、御代替わりを授業の中で
特別に指導はしていません。しかしながら、

朝の会や帰りの会を活用し、社会の大きな動きの一
つとして天皇陛下が御高齢であることから４月３０
日に御退位され、皇嗣である皇太子殿下が５月１日
に御即位されることや、５月１日に元号が改められ、
新天皇の御即位に国民こぞって祝意を表すため祝日
とされているということを伝えていきたいと思いま
す。

ＪＲ能登川駅開業１３０周年実行委員会に行
政も参加する考えは。
開業１３０周年記念事業を実施されるに当た
り、地域の皆さまが主体となって実行委員会

を組織されたことは、大変意義深いものであると認
識しており、当市としては、交通政策担当部署を中
心として、事業の成功に向けて参画していきます。

「小さな拠点づくり」を市の政策としてしっ
かりと位置付けるべきである。また、住民が

主体となって地域を支えていくことが基本であり、
活動を定着・継続させるには行政の力が必要と考え
るが市の見解は。

協働のまちづくり条例において、市内１４地
区のまちづくり協議会を地域課題に取り組む

組織と位置付けて支援、推進しており、まちづくり
協議会設立以降、各地区では地域の個性を生かした
多様なまちづくりに熱心に取り組んでいただいてい
ます。
　そうした活動を定着、継続させるための支援につ
いては、１４全ての地区でまちづくり協議会による
コミュニティセンターの指定管理が行われ、まちづ
くり活動の拠点として活用いただいています。
　また、まちづくり総合交付金により、まちづくり
事業を資金面で支援するとともに、地域担当職員を
各地区に配置して、まちづくり協議会の活動を人的
にも支援しています。
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ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
最
終
年
と
な
る

こ
と
か
ら
、
総
仕
上
げ
の
年
と
し
て
、

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
４
つ
の
基
本
目
標

を
実
現
す
る
施
策
に
対
し
、
予
算
の
重

点
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

多
様
で
豊
か
な
地
域
資
源
を
最
大
限
生

か
し
、
誰
も
が
健
康
で
明
る
く
い
き
い

き
と
輝
き
な
が
ら
、「
素
晴
ら
し
い
人

生
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」
の

実
現
を
目
指
し
た
予
算
で
あ
る
と
い
え
、

結
果
と
し
て
「
人
口
減
少
社
会
」
に
も

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
小
椋
市
政
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
や
当
市
の

豊
か
な
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
生
か
し

な
が
ら
、
市
の
10
年
、
20
年
先
を
見
据

え
た
基
盤
固
め
と
な
る
予
算
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、本
案
に
賛
成
で
あ
る
。

平
成
31
年
度 

当
初
予
算
の
討
論

山
中  

一
志 

議
員

反
対
討
論

賛
成
討
論

市
木　

 

徹 

議
員

議会だより 1415 議会だより

一般質問
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４
月
１
日
、
新
元
号
「
令
和
」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
発
表
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
携
帯
電
話
で
「
れ

い
わ
」
と
打
っ
て
み
る
と
「
０
話
」
と
変
換
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
、
３
日
後
に

同
じ
作
業
を
し
て
み
る
と
、
見
事
に
「
令
和
」

と
変
換
。
対
応
の
早
さ
に
た
だ
た
だ
驚
き
ま
し

た
。

　
ま
ち
づ
く
り
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
は
あ
り
ま
す
が
、
携
帯
電
話

の
よ
う
に
デ
ー
タ
を
更
新
す
れ
ば
す
ぐ
に
対
応

で
き
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
10
年
先
、
20
年
先
の
ま
ち
を
ど
う
予
測
し
、

今
何
を
す
べ
き
か
。
今
回
の
新
年
度
予
算
審
議

に
お
い
て
も
行
政
が
描
く
未
来
予
想
図
に
対
し
、

各
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
質
疑
を
投
げ
か

け
て
お
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、
令
和
元
年
の
ス
タ
ー
ト
。
こ
の

晴
れ
や
か
な
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
清
々
し
い
日
々
を
送
れ
る
よ
う
、
今
年
度

も
議
会
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　無料アプリ「マチイロ」で「議会だよ
り」の配信サービスを開始しています。
　市の広報紙や行政情報もご覧になれま
すので、ぜひご利用ください。

もっと身近に「議会だより」を

次回 6月定例会

※ 開会、閉会、各委員会は９時３０分から開始します。
※ 一般質問は９時から開始します。
※ 日程及び時間は変更になる場合があります。

　東近江市議会では皆さまの傍聴

をお待ちしています。

　ご希望の方は、傍聴される当日

に東近江市役所３階の議会事務局

窓口までお越しください。

　本会議の中継は東近江スマイル

ネットのコミュニティチャンネル

でご覧いただけます。

　東近江市議会では、本会議の模

様をインターネットでライブ配信

（生中継）・録画配信しています。

スマートフォン・タブレット端末

でもご覧いただけます。

　東近江市議会だよりは、２月、

５月、８月、１１月に発行しています。

議会の見学 テレビ中継

インターネット中継 議会だよりの発行

日 月 火 水 木 金 土

5/26 27 28 29 30 31
開会

6/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13
一般質問

14
一般質問

15

16 17
一般質問

18
総務委員会

19
福祉教育こども
委員会

20
産業建設
委員会

21 22

23 24
予算決算
委員会

25 26
閉会

27 28 29

東近江市議会だより

３月定例会  議案の審議結果

議　案　等　の　名　称

会派名 東近江市民クラブ 太陽クラブ 日本共産党 公明党 新政
無所属

無
会
派

結　
果

賛
成
・
反
対

山
本　
直
彦

青
山　
孝
司

鈴
木　
則
彦

西
村　
和
恭

田
井
中
丈
三

森
田　
德
治

西
﨑　
　
彰

西
澤　
由
男

西
村　
純
次

和
田　
喜
藏

市
木　
　
徹

大
橋　
保
治

櫻　
　
直
美

辻　
　
英
幸

戸
嶋　
幸
司

安
田　
高
玄

廣
田　
耕
康

山
中　
一
志

田
郷　
　
正

吉
坂　
　
豊

竹
内　
典
子

井
上　
　
均

西
澤　
善
三

大
洞　
共
一

議案第４号 
平成３１年度東近江市一般会計予算

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○

議　
　
　
長

○○○○×××○○○○○

議案第５号 
平成３１年度東近江市国民健康保険（事業勘定）特別会計予算

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第７号 
平成３１年度東近江市後期高齢者医療特別会計予算

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第８号 
平成３１年度東近江市介護保険特別会計予算

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第１４号 
東近江市職員の勤務時間、休暇等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第３０号 
平成３０年度東近江市一般会計補正予算

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

議案第３１号 
平成３１年度東近江市一般会計補正予算

可
決

20
・
3
○○○○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○

○・・・賛成　×・・・反対　（大橋議長は採決に加わらない）

その他の議案等は全会一致で認定・可決・同意されました。議案等の詳細は「東近江市議会」で検索してください。

編

集
後
記


